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米国3倍4資産リスク分散ファンド
（隔月決算型）／（年 2回決算型）
（愛称：アメリカまるごとレバレッジ
（隔月決算型）／（年 2回決算型））

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／資産複合
信託期間 2019年10月15日～2029年 9 月11日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド 米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドの受益証券

米国 3倍 4資産
リ ス ク 分 散
マザーファンド

次の有価証券および先物取引
　イ ．米国株式を対象とした株価指数先物取

引
　ロ ．米国国債を対象とした先物取引
　ハ ．米国の不動産投資信託の受益証券また

は不動産投資法人の投資証券（以下
「リート」といいます。）の指数を対象指
数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

　ニ ．米国リートを対象としたリート指数先
物取引

　ホ ．金を対象とした先物取引
　ヘ．米国国債

組入制限 ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限マ ザ ー フ ァ ン ド の 株 式 組 入 上 限 比 率

分配方針

隔月決算型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、当初設定
から 1年以内に分配を開始し、分配開始後
は、原則として、分配対象額の範囲内で、下
記イ．およびロ．に基づき分配します。ただ
し、分配対象額が少額の場合には、分配を行
なわないことがあります。
　イ ．計算期末の前営業日の基準価額（ 1万

口当り。既払分配金を加算しません。以
下同じ。）が11, 000円未満の場合、基準価
額の水準等を勘案して分配金額を決定し
ます。

　ロ ．計算期末の前営業日の基準価額が
11, 000円以上の場合、当該基準価額に応
じ、下記の金額（ 1万口当り）を分配す
ることをめざします。

　　(a)  11, 000円以上12, 000円未満の場合
　　　　　　　　　　　　  ・・・200円
　　(b)  12, 000円以上の場合・・・300円
なお、計算期末の前営業日から当該計算期末
までに基準価額が急激に変動した場合等に
は、上記の分配を行なわないことがあります。

年 2回決算型

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、当初設定
から 1年以内に分配を開始し、分配開始後
は、原則として、信託財産の成長に資するこ
とを目的に、基準価額の水準等を勘案して分
配金額を決定します。ただし、分配対象額が
少額の場合には、分配を行なわないことがあ
ります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、米国の株式、リートおよび

債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等
を活用した分散投資を行ない、信託財産の成
長をめざしております。当作成期につきまし
てもそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇SUZ0339720240311◇

運用報告書（全体版）
第25期（決算日　2023年11月13日）

隔月決算型　 第26期（決算日　2024年 1 月11日）
 第27期（決算日　2024年 3 月11日）

年 2回決算型　 第 9期（決算日　2024年 3 月11日）
（作成対象期間　2023年 9 月12日～2024年 3 月11日）



米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

決 算 期
基 準 価 額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
13期末（2021年11月11日） 11, 519 200 3. 4 39. 6 31. 1 185. 2 25. 9 46. 2 87 
14期末（2022年 1 月11日） 11, 057 200 △ 2. 3 39. 5 31. 4 187. 8 27. 4 49. 0 94 
15期末（2022年 3 月11日） 10, 633 100 △ 2. 9 40. 1 37. 2 175. 7 28. 7 48. 3 47 
16期末（2022年 5 月11日） 9, 735 0 △ 8. 4 47. 7 37. 4 182. 1 31. 9 59. 0 41 
17期末（2022年 7 月11日） 9, 523 0 △ 2. 2 45. 7 27. 2 161. 6 34. 0 55. 9 40 
18期末（2022年 9 月12日） 9, 890 0 3. 9 46. 5 19. 7 157. 8 38. 4 60. 6 37 
19期末（2022年11月11日） 8, 931 0 △ 9. 7 42. 4 17. 2 144. 5 36. 3 60. 7 35 
20期末（2023年 1 月11日） 8, 682 0 △ 2. 8 40. 5 16. 8 144. 7 36. 0 60. 6 35 
21期末（2023年 3 月13日） 8, 472 0 △ 2. 4 44. 5 17. 7 151. 6 35. 5 63. 3 35 
22期末（2023年 5 月11日） 9, 653 0 13. 9 46. 3 15. 3 139. 4 37. 5 63. 0 38
23期末（2023年 7 月11日） 9, 576 0 △ 0. 8 50. 0 17. 3 142. 4 40. 3 67. 0 33
24期末（2023年 9 月11日） 9, 430 0 △ 1. 5 52. 7 11. 9 148. 9 38. 5 65. 6 33
25期末（2023年11月13日） 9, 005 0 △ 4. 5 50. 9 17. 8 134. 4 39. 0 56. 0 29 
26期末（2024年 1 月11日） 10, 241 100 14. 8 58. 4 15. 1 147. 7 43. 0 66. 6 31 
27期末（2024年 3 月11日） 10, 882 200 8. 2 51. 2 15. 8 132. 4 40. 2 60. 8 33 
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注 2）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。 
（注 3）先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

隔月決算型

 最近15期の運用実績

1



米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

■基準価額・騰落率
第25期首： 9, 430円
第27期末：10, 882円（既払分配金300円）
騰 落 率：18. 7％（分配金再投資ベース）
■基準価額の主な変動要因

主に米国株式市況や米国リート市況、金価格の上昇を受けて、当作成期の基準価額は上昇しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

第25期

（期首）2023年 9 月11日 9, 430 ― 52. 7 11. 9 148. 9 38. 5 65. 6
9 月末 8, 523 △ 9. 6 51. 9 17. 3 142. 3 39. 4 67. 5
10月末 8, 362 △ 11. 3 51. 6 19. 3 143. 3 40. 1 62. 9

（期末）2023年11月13日 9, 005 △ 4. 5 50. 9 17. 8 134. 4 39. 0 56. 0

第26期

（期首）2023年11月13日 9, 005 ― 50. 9 17. 8 134. 4 39. 0 56. 0
11月末 9, 743 8. 2 48. 5 15. 8 122. 5 39. 3 64. 3
12月末 10, 600 17. 7 56. 1 14. 3 142. 9 42. 0 65. 3

（期末）2024年 1 月11日 10, 341 14. 8 58. 4 15. 1 147. 7 43. 0 66. 6

第27期

（期首）2024年 1 月11日 10, 241 ― 58. 4 15. 1 147. 7 43. 0 66. 6
1 月末 10, 383 1. 4 57. 6 16. 4 138. 5 42. 2 67. 4
2 月末 10, 464 2. 2 55. 9 17. 3 143. 5 42. 7 62. 5

（期末）2024年 3 月11日 11, 082 8. 2 51. 2 15. 8 132. 4 40. 2 60. 8
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

投資環境について （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

■米国株式市況
米国株式市況は大幅に上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の政策金利見通しの引き
上げ、政府機関の閉鎖懸念などによる長期金利の大幅な上昇、景気の先行き不透明感や企業業績の
伸びの鈍化、パレスチナ情勢の悪化などが嫌気され、2023年10月末まで下落しました。11月以降
は、欧米のインフレ率が予想以上に鈍化し金利が低下したことや、ＦＲＢ議長が将来の利下げにつ
いての議論を始めたと述べたことを受けて利下げ観測が高まったこと、ＡＩ（人工知能）関連の半
導体関連企業が良好な決算を発表したことなどが好感され、急上昇して当作成期末を迎えました。
■米国債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）しました。
米国債券市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを
発表したものの、金融引き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを示唆したことから、金利は
上昇（債券価格は下落）しました。2023年10月に入っても、引き続き良好な経済指標が確認された
ことや国債の需給悪化などが嫌気され、長期主導で金利上昇が継続しました。しかし11月は、ＦＲＢ
が政策金利を据え置いたことや、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果となったこ
となどから、金利は大きく低下しました。12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下
げたことで、金利は低下基調となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済指標な
どを受けて過度な利下げ織り込みが後退したことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月下旬にか
けて金利は上昇しました。当作成期末にかけては、軟調な経済指標やＦＲＢ理事の発言などを受け
て、金利は低下しました。
■米国リート市況
米国リート市況は上昇しました。
米国リート市況は、当作成期首より、米国長期金利の上昇が嫌気され軟調に始まりましたが、
2023年11月以降は、米国の利上げ打ち止め観測の高まりを受けて長期金利が低下したことが好感さ
れ、急反発しました。2024年に入ると、それまでの上昇が急だった反動や利下げ期待が後退したこ
とから上値が抑えられましたが、その後発表された米国リートの業績がおおむね良好だったことが
支援材料になり、再び上昇しました。セクター別では、堅調なファンダメンタルズに対し割安感の
あったショッピングモールや、生成ＡＩ（人工知能）関連の需要の高まりに対して物件供給が限定
的なデータセンターなどが上昇しました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

■金市況
金価格は上昇しました。
2023年 9 月19、20日のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で2024年の景気と政策金利の見通し
が引き上げられたことなどを嫌気し、金価格は当作成期首の1, 900米ドル台半ばから10月初旬には
1, 800米ドル台前半まで下落しました。しかし、10月 7 日のハマスによるイスラエルへの大規模な
テロ攻撃をきっかけに中東の地政学リスクが高まると急反発しました。さらに11月中旬以降は、米
国の利上げ終了観測や利下げ前倒し観測の高まりを背景に上昇基調で推移し、12月初旬には史上最
高値を更新しました。その後は、米国の早期利下げ観測が後退する中でも、2024年 2 月までおおむ
ね2, 000米ドルから2, 100米ドルのレンジで底堅く推移しました。さらに 3月に入ると、好調な先進
国株やビットコイン価格の反落に備えて一部の投資家が金に資金を振り向けたとの見方や、2024年
年初から強まっていた米国の利下げ時期の後ずれ観測が一服したことで出遅れていた金が買われや
すくなったとの見方などから、再び史上最高値を更新しました。
■為替相場
米ドル為替相場は、対円で上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利が上昇した一方で日銀は緩和的な金融政策の
維持を発表したことから、上昇しました。しかし2023年11月以降は、日銀による政策修正や米国金
利の大幅な低下を背景に、米ドルは対円で下落（円高）しました。2024年に入ってからは、米国金
利の上昇や日銀による金融政策の維持などを背景に円安米ドル高基調となりました。しかし当作成
期末にかけては、米国の金利低下や日銀によるマイナス金利政策解除への警戒感などから、円高米
ドル安となりました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

■当ファンド
「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が高位となるように組み入れました。
■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用した分
散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行いました。また、各投資対象の比率について
は、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行い
ました。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行いました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

分配金について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。なお、第25期は、基準価額の水準等を勘案し、収益分配を見送ら
せていただきました。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
第25期 第26期 第27期

2023年 9 月12日 2023年11月14日 2024年 1 月12日
～2023年11月13日 ～2024年 1 月11日 ～2024年 3 月11日

当期分配金（税込み） （円） ― 100 200 
対基準価額比率 （％） ― 0. 97 1. 80 
当期の収益 （円） ― 80 200 
当期の収益以外 （円） ― 19 ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 1, 398 1, 378 1, 379 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整

金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 
（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。 
（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支払いすること

はございません。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 第25期 第26期 第27期

（ａ）経費控除後の配当等収益 51. 31円 80. 35円 40. 71円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　  0. 00　 159. 57　
（ｃ）収益調整金 846. 37　 851. 35　 860. 13　
（ｄ）分配準備積立金 500. 59　 547. 11　 518. 86　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 398. 28　 1, 478. 82　 1, 579. 29　
（ｆ）分配金  0. 00　 100. 00　 200. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 398. 28　 1, 378. 82　 1, 379. 29　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

今後の運用方針
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
第25期～第27期

（2023. 9. 12～2024. 3. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  54円 0. 559％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 700円です。

（投 信 会 社）  （21） （0. 218）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （32） （0. 327）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  4   0. 046  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （4） （0. 044）
（投資信託受益証券）  （0） （0. 002）

有価証券取引税  0   0. 000  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （0） （0. 000）
そ の 他 費 用  2   0. 021  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （1） （0. 014）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （0） （0. 003） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  61   0. 626  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 17％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 17％

運用管理費用
（投信会社）
0. 44％

運用管理費用
（販売会社）
0. 66％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 04％
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■投資信託財産の構成
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 第 　27　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 33, 078 97. 6 

コール・ローン等、その他 817 2. 4 
投資信託財産総額 33, 896 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月11日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
146. 82円です。

（注 3） 米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドにおいて、第27期末における外
貨建純資産（153, 355千円）の投資信託財産総額（163, 693千円）に対する
比率は、93. 7％です。

  ■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
決　算　期 第　25　期　～　第　27　期

設　　　　定 解　　　　約
口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

米国 3倍 4資産
リスク分散
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

1, 449 1, 734 5, 715 6, 860 

（注）単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
（2023年11月13日）、（2024年 1 月11日）、（2024年 3 月11日）現在

項　　　　　　　目 第　25　期　末 第　26　期　末 第　27　期　末
（Ａ）資産 29, 753, 876円 32, 255, 928円 33, 896, 059円

コール・ローン等 101, 335  719, 773  715, 144  
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド（評価額） 29, 652, 541  31, 536, 155  33, 078, 915  

未収入金 ―  ―  102, 000  
（Ｂ）負債 60, 918  370, 014  771, 849  

未払収益分配金 ―  311, 352  608, 810  
未払解約金 2, 807  ―  102, 668  
未払信託報酬 57, 719  57, 867  59, 158  
その他未払費用 392  795  1, 213  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 29, 692, 958  31, 885, 914  33, 124, 210  
元本 32, 973, 619  31, 135, 253  30, 440, 503  
次期繰越損益金 △  3, 280, 661  750, 661  2, 683, 707  

（Ｄ）受益権総口数 32, 973, 619口 31, 135, 253口 30, 440, 503口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 005円 10, 241円 10, 882円

＊当作成期首における元本額は35, 110, 969円、当作成期間（第25期～第27期）中における追加設定元本額は1, 504, 924円、同解約元本額は6, 175, 390円です。
＊第27期末の計算口数当りの純資産額は10, 882円です。

 ■組入資産明細表
 親投資信託残高

種　　　　類 第24期末 第　27　期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 27, 838 23, 572 33, 078 

（注）単位未満は切捨て。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

 ■損益の状況
第25期  自 2023年 9 月12日  至 2023年11月13日
第26期  自 2023年11月14日  至 2024年 1 月11日
第27期  自 2024年 1 月12日  至 2024年 3 月11日

項　　　　　　　目 第　25　期 第　26　期 第　27　期
（Ａ）有価証券売買損益 △  1, 281, 698円 4, 189, 412円 2, 605, 585円

売買益 224, 424  4, 383, 259  2, 620, 530  
売買損 △  1, 506, 122  △  193, 847  △  14, 945  

（Ｂ）信託報酬等 △  58, 111  △  58, 270  △  59, 576  
（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） △  1, 339, 809  4, 131, 142  2, 546, 009  
（Ｄ）前期繰越損益金 △  3, 137, 314  △  4, 190, 849  △  356, 852  
（Ｅ）追加信託差損益金 1, 196, 462  1, 121, 720  1, 103, 360  

（配当等相当額） （ 2, 790, 811）（ 2, 650, 706）（ 2, 618, 289）
（売買損益相当額） （△  1, 594, 349）（△  1, 528, 986）（△  1, 514, 929）

（Ｆ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） △  3, 280, 661  1, 062, 013  3, 292, 517  
（Ｇ）収益分配金 ―  △  311, 352  △  608, 810  

次期繰越損益金（Ｆ＋Ｇ） △  3, 280, 661  750, 661  2, 683, 707  
追加信託差損益金 1, 196, 462  1, 121, 720  1, 103, 360  
（配当等相当額） （ 2, 790, 811）（ 2, 650, 706）（ 2, 618, 289）
（売買損益相当額） （△  1, 594, 349）（△  1, 528, 986）（△  1, 514, 929）
分配準備積立金 1, 819, 838  1, 642, 310  1, 580, 347  
繰越損益金 △  6, 296, 961  △  2, 013, 369  ―  

（注 1）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 2）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 3）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照ください。

 ■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第　25　期 第　26　期 第　27　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 169, 188円 250, 192円 123, 934円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　  0　 485, 767　
（ｃ）収益調整金 2, 790, 811　 2, 650, 706　 2, 618, 289　
（ｄ）分配準備積立金 1, 650, 650　 1, 703, 470　 1, 579, 456　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 4, 610, 649　 4, 604, 368　 4, 807, 446　
（ｆ）分配金  0　 311, 352　 608, 810　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 4, 610, 649　 4, 293, 016　 4, 198, 636　
（ｈ）受益権総口数 32, 973, 619口 31, 135, 253口 30, 440, 503口
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型）

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万口当り分配金（税込み）
第25期 第26期 第27期
0 円 100円 200円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

決 算 期
基 準 価 額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
5期末（2022年 3 月11日） 12, 739 0 △ 2. 0 40. 5 37. 6 177. 4 28. 9 48. 8 121 
6 期末（2022年 9 月12日） 11, 838 0 △ 7. 1 46. 8 19. 8 158. 9 38. 6 61. 0 88 
7 期末（2023年 3 月13日） 10, 121 0 △ 14. 5 44. 5 17. 7 151. 6 35. 5 63. 3 77 
8 期末（2023年 9 月11日） 11, 254 10 11. 3 53. 3 12. 0 150. 5 38. 9 66. 3 88
9 期末（2024年 3 月11日） 13, 301 10 18. 3 51. 1 15. 8 132. 2 40. 1 60. 7 72 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注 2）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。 
（注 3）先物比率は買建比率－売建比率です。 
（注 4）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。 
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

年 2回決算型

 最近5期の運用実績
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

運用経過

基準価額等の推移について 
（円）
14, 000

12, 000

10, 000

8, 000

6, 000
期　首

（2023. 9. 11）
期　末

（2024. 3. 11）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（百万円）
200

150

100

50

0

■基準価額・騰落率
期　首：11, 254円
期　末：13, 301円（分配金10円）
騰落率：18. 3％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

主に米国株式市況や米国リート市況、金価格の上昇を受けて、当作成期の基準価額は上昇しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

 年　　月　　日
基 準 価 額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2023年 9 月11日 11, 254 ― 53. 3 12. 0 150. 5 38. 9 66. 3

9 月末 10, 172 △ 9. 6 51. 9 17. 3 142. 3 39. 4 67. 5
10月末 9, 981 △ 11. 3 51. 6 19. 3 143. 2 40. 1 62. 8
11月末 11, 584 2. 9 48. 5 15. 8 122. 5 39. 3 64. 3
12月末 12, 599 12. 0 56. 0 14. 3 142. 9 42. 0 65. 3

2024年 1 月末 12, 474 10. 8 57. 6 16. 4 138. 5 42. 2 67. 4
2 月末 12, 570 11. 7 55. 9 17. 3 143. 5 42. 7 62. 5

（期末）2024年 3 月11日 13, 311 18. 3 51. 1 15. 8 132. 2 40. 1 60. 7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

投資環境について （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

■米国株式市況
米国株式市況は大幅に上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の政策金利見通しの引き
上げ、政府機関の閉鎖懸念などによる長期金利の大幅な上昇、景気の先行き不透明感や企業業績の
伸びの鈍化、パレスチナ情勢の悪化などが嫌気され、2023年10月末まで下落しました。11月以降
は、欧米のインフレ率が予想以上に鈍化し金利が低下したことや、ＦＲＢ議長が将来の利下げにつ
いての議論を始めたと述べたことを受けて利下げ観測が高まったこと、ＡＩ（人工知能）関連の半
導体関連企業が良好な決算を発表したことなどが好感され、急上昇して当作成期末を迎えました。
■米国債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）しました。
米国債券市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利の据え置きを
発表したものの、金融引き締め環境の長期化や底堅い米国経済見通しを示唆したことから、金利は
上昇（債券価格は下落）しました。2023年10月に入っても、引き続き良好な経済指標が確認された
ことや国債の需給悪化などが嫌気され、長期主導で金利上昇が継続しました。しかし11月は、ＦＲＢ
が政策金利を据え置いたことや、雇用およびインフレ関連指標が市場予想を下回る結果となったこ
となどから、金利は大きく低下しました。12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下
げたことで、金利は低下基調となりました。2024年に入ってからは、市場予想を上回る経済指標な
どを受けて過度な利下げ織り込みが後退したことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月下旬にか
けて金利は上昇しました。当作成期末にかけては、軟調な経済指標やＦＲＢ理事の発言などを受け
て、金利は低下しました。
■米国リート市況
米国リート市況は上昇しました。
米国リート市況は、当作成期首より、米国長期金利の上昇が嫌気され軟調に始まりましたが、
2023年11月以降は、米国の利上げ打ち止め観測の高まりを受けて長期金利が低下したことが好感さ
れ、急反発しました。2024年に入ると、それまでの上昇が急だった反動や利下げ期待が後退したこ
とから上値が抑えられましたが、その後発表された米国リートの業績がおおむね良好だったことが
支援材料になり、再び上昇しました。セクター別では、堅調なファンダメンタルズに対し割安感の
あったショッピングモールや、生成ＡＩ（人工知能）関連の需要の高まりに対して物件供給が限定
的なデータセンターなどが上昇しました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

■金市況
金価格は上昇しました。
2023年 9 月19、20日のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で2024年の景気と政策金利の見通し
が引き上げられたことなどを嫌気し、金価格は当作成期首の1, 900米ドル台半ばから10月初旬には
1, 800米ドル台前半まで下落しました。しかし、10月 7 日のハマスによるイスラエルへの大規模な
テロ攻撃をきっかけに中東の地政学リスクが高まると急反発しました。さらに11月中旬以降は、米
国の利上げ終了観測や利下げ前倒し観測の高まりを背景に上昇基調で推移し、12月初旬には史上最
高値を更新しました。その後は、米国の早期利下げ観測が後退する中でも、2024年 2 月までおおむ
ね2, 000米ドルから2, 100米ドルのレンジで底堅く推移しました。さらに 3月に入ると、好調な先進
国株やビットコイン価格の反落に備えて一部の投資家が金に資金を振り向けたとの見方や、2024年
年初から強まっていた米国の利下げ時期の後ずれ観測が一服したことで出遅れていた金が買われや
すくなったとの見方などから、再び史上最高値を更新しました。
■為替相場
米ドル為替相場は、対円で上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利が上昇した一方で日銀は緩和的な金融政策の
維持を発表したことから、上昇しました。しかし2023年11月以降は、日銀による政策修正や米国金
利の大幅な低下を背景に、米ドルは対円で下落（円高）しました。2024年に入ってからは、米国金
利の上昇や日銀による金融政策の維持などを背景に円安米ドル高基調となりました。しかし当作成
期末にかけては、米国の金利低下や日銀によるマイナス金利政策解除への警戒感などから、円高米
ドル安となりました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2023. 9. 12 ～ 2024. 3. 11）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

■当ファンド
「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が高位となるように組み入れました。
■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用した分
散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行いました。また、各投資対象の比率について
は、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行い
ました。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行いました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

今後の運用方針

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2023年 9 月12日
～2024年 3 月11日

当期分配金（税込み） （円） 10 
対基準価額比率 （％） 0. 08 
当期の収益 （円） 10 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 301 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 217. 85円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 651. 93　
（ｃ）収益調整金 1, 535. 02　
（ｄ）分配準備積立金 906. 41　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 311. 23　
（ｆ）分配金 10. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 301. 23　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 9. 12～2024. 3. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  65円 0. 561％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 568円です。

（投 信 会 社）  （25） （0. 219）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （38） （0. 328）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  5   0. 047  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （5） （0. 044）
（投資信託受益証券）  （0） （0. 003）

有価証券取引税  0   0. 000  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （0） （0. 000）
そ の 他 費 用  2   0. 021  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （2） （0. 014）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（そ の 他）  （0） （0. 003） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  73   0. 628  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 17％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 17％

運用管理費用
（投信会社）
0. 44％

運用管理費用
（販売会社）
0. 66％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 04％
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■投資信託財産の構成
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 71, 910 99. 0 

コール・ローン等、その他 755 1. 0 
投資信託財産総額 72, 666 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月11日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
146. 82円です。

（注 3） 米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドにおいて、当期末における外貨
建純資産（153, 355千円）の投資信託財産総額（163, 693千円）に対する比
率は、93. 7％です。

  ■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

米国 3倍 4資産
リスク分散
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

13, 916 17, 274 37, 885 45, 370 

（注）単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 72, 666, 327円

コール・ローン等 755, 970  
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド（評価額） 71, 910, 357  

（Ｂ）負債 543, 171  
未払収益分配金 54, 222  
未払解約金 140, 118  
未払信託報酬 346, 377  
その他未払費用 2, 454  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 72, 123, 156  
元本 54, 222, 902  
次期繰越損益金 17, 900, 254  

（Ｄ）受益権総口数 54, 222, 902口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 13, 301円

＊ 期首における元本額は78, 641, 972円、当作成期間中における追加設定元本額は
17, 876, 030円、同解約元本額は42, 295, 100円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は13, 301円です。

 ■損益の状況
当期  自 2023年 9 月12日  至 2024年 3 月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1円

支払利息 △  1  
（Ｂ）有価証券売買損益 10, 669, 559  

売買益 11, 874, 327  
売買損 △  1, 204, 768  

（Ｃ）信託報酬等 △  348, 831  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 10, 320, 727  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  689, 613  
（Ｆ）追加信託差損益金 8, 323, 362  

（配当等相当額） （ 7, 195, 251）
（売買損益相当額） （ 1, 128, 111）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 17, 954, 476  
（Ｈ）収益分配金 △  54, 222  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 17, 900, 254  
追加信託差損益金 8, 323, 362  
（配当等相当額） （ 7, 195, 251）
（売買損益相当額） （ 1, 128, 111）
分配準備積立金 9, 576, 892  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 75, 212 51, 243 71, 910 

（注）単位未満は切捨て。

23



米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 1, 181, 296円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 3, 534, 959　
（ｃ）収益調整金 8, 323, 362　
（ｄ）分配準備積立金 4, 914, 859　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 17, 954, 476　
（ｆ）分配金 54, 222　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 17, 900, 254　
（ｈ）受益権総口数 54, 222, 902口

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金（税 込 み） 10円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
運用報告書　第 9期　（決算日　2024年 3 月11日）

（作成対象期間　2023年 9 月12日～2024年 3 月11日）

米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

次の有価証券および先物取引
　イ．米国株式を対象とした株価指数先物取引
　ロ．米国国債を対象とした先物取引
　ハ ．米国の不動産投資信託の受益証券または不動産投資法人の投資証券（以下「リート」と
いいます。）の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

　ニ．米国リートを対象としたリート指数先物取引
　ホ．金を対象とした先物取引
　ヘ．米国国債

株式組入制限 無制限
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年 　月 　日
基準価額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2023年 9 月11日 11, 751 ― 53. 4 12. 1 150. 7 38. 9 66. 4

9 月末 10, 625 △ 9. 6 52. 0 17. 4 142. 5 39. 5 67. 6
10月末 10, 434 △ 11. 2 51. 6 19. 3 143. 4 40. 2 62. 9
11月末 12, 171 3. 6 48. 5 15. 9 122. 7 39. 4 64. 4
12月末 13, 254 12. 8 56. 1 14. 4 143. 1 42. 1 65. 3

2024年 1 月末 13, 129 11. 7 57. 7 16. 4 138. 7 42. 2 67. 5
2 月末 13, 243 12. 7 55. 9 17. 4 143. 7 42. 8 62. 6

（期末）2024年 3 月11日 14, 033 19. 4 51. 3 15. 8 132. 6 40. 2 60. 9
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。 
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移 ◆投資環境について
○米国株式市況
米国株式市況は大幅に上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理

事会）の政策金利見通しの引き上げ、政府機関の閉鎖懸念などによ
る長期金利の大幅な上昇、景気の先行き不透明感や企業業績の伸び
の鈍化、パレスチナ情勢の悪化などが嫌気され、2023年10月末まで
下落しました。11月以降は、欧米のインフレ率が予想以上に鈍化し
金利が低下したことや、ＦＲＢ議長が将来の利下げについての議論
を始めたと述べたことを受けて利下げ観測が高まったこと、ＡＩ
（人工知能）関連の半導体関連企業が良好な決算を発表したことな
どが好感され、急上昇して当作成期末を迎えました。

○米国債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）しました。
米国債券市況は、当作成期首より、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理

事会）が政策金利の据え置きを発表したものの、金融引き締め環境
の長期化や底堅い米国経済見通しを示唆したことから、金利は上昇
（債券価格は下落）しました。2023年10月に入っても、引き続き良
好な経済指標が確認されたことや国債の需給悪化などが嫌気され、
長期主導で金利上昇が継続しました。しかし11月は、ＦＲＢが政策
金利を据え置いたことや、雇用およびインフレ関連指標が市場予想
を下回る結果となったことなどから、金利は大きく低下しました。
12月も、ＦＲＢが政策金利やインフレの見通しを引き下げたこと
で、金利は低下基調となりました。2024年に入ってからは、市場予
想を上回る経済指標などを受けて過度な利下げ織り込みが後退した
ことで、金利は長期主導で上昇に転じ、 2月下旬にかけて金利は上
昇しました。当作成期末にかけては、軟調な経済指標やＦＲＢ理事
の発言などを受けて、金利は低下しました。

○米国リート市況
米国リート市況は上昇しました。
米国リート市況は、当作成期首より、米国長期金利の上昇が嫌気

され軟調に始まりましたが、2023年11月以降は、米国の利上げ打ち
止め観測の高まりを受けて長期金利が低下したことが好感され、急
反発しました。2024年に入ると、それまでの上昇が急だった反動や
利下げ期待が後退したことから上値が抑えられましたが、その後発
表された米国リートの業績がおおむね良好だったことが支援材料に
なり、再び上昇しました。セクター別では、堅調なファンダメンタ
ルズに対し割安感のあったショッピングモールや、生成ＡＩ（人工
知能）関連の需要の高まりに対して物件供給が限定的なデータセン
ターなどが上昇しました。

○金市況
金価格は上昇しました。
2023年 9 月19、20日のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で

2024年の景気と政策金利の見通しが引き上げられたことなどを嫌気
し、金価格は当作成期首の1, 900米ドル台半ばから10月初旬には
1, 800米ドル台前半まで下落しました。しかし、10月 7 日のハマス
によるイスラエルへの大規模なテロ攻撃をきっかけに中東の地政学
リスクが高まると急反発しました。さらに11月中旬以降は、米国の
利上げ終了観測や利下げ前倒し観測の高まりを背景に上昇基調で推
移し、12月初旬には史上最高値を更新しました。その後は、米国の
早期利下げ観測が後退する中でも、2024年 2 月までおおむね2, 000
米ドルから2, 100米ドルのレンジで底堅く推移しました。さらに 3
月に入ると、好調な先進国株やビットコイン価格の反落に備えて一
部の投資家が金に資金を振り向けたとの見方や、2024年年初から強
まっていた米国の利下げ時期の後ずれ観測が一服したことで出遅れ
ていた金が買われやすくなったとの見方などから、再び史上最高値
を更新しました。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：11, 751円　期末：14, 033円　騰落率：19. 4％
【基準価額の主な変動要因】

主に米国株式市況や米国リート市況、金価格の上昇を受けて、当作
成期の基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」を
ご参照ください。

基準価額

（円）
16, 000

14, 000

12, 000

10, 000

8, 000
期　首

（2023. 9. 11）
期　末

（2024. 3. 11）

26



米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

■ 1万口当りの費用の明細
項　　　　　　　目 当　　　期

売買委託手数料 6円
（先物・オプション） （ 5） 
（投資信託受益証券） （ 0） 

有価証券取引税 0  
（投資信託受益証券） （ 0） 

その他費用 2  
（保管費用） （ 2） 
（その他） （ 0） 

合 　 　 　 計 8  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

○為替相場
米ドル為替相場は、対円で上昇（円安）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、米国金利が上昇した一

方で日銀は緩和的な金融政策の維持を発表したことから、上昇しま
した。しかし2023年11月以降は、日銀による政策修正や米国金利の
大幅な低下を背景に、米ドルは対円で下落（円高）しました。2024
年に入ってからは、米国金利の上昇や日銀による金融政策の維持な
どを背景に円安米ドル高基調となりました。しかし当作成期末にか
けては、米国の金利低下や日銀によるマイナス金利政策解除への警
戒感などから、円高米ドル安となりました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資
対象とし、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長を
めざして運用を行います。また、各投資対象の比率については、ポー
トフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標
に毎月見直しを行います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

◆ポートフォリオについて
主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象と
し、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長をめざし
て運用を行いました。また、各投資対象の比率については、ポート
フォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に
毎月見直しを行いました。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行いました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対
象とし、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長をめざ
して運用を行います。また、各投資対象の比率については、ポートフォ
リオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見
直しを行います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

 ■売買および取引の状況
（1）公 社 債

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
買 付 額 売 付 額

外　

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ 国債証券 99 49 
（ 30） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

 （2）投資信託受益証券
（2023年 3 月14日から2023年 9 月11日まで）

銘　　　　　　　　柄 買　　　　　付 売　　　　　付
口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外 

国

千口 千アメリカ・ドル 千口 千アメリカ・ドル
アメリカ
VANGUARD REAL ESTATE ETF 0. 9 73 1. 8 147 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） 金額の単位未満は切捨て。
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 ■組入資産明細表
 （1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評　　　価　　　額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 180 175 25, 824 15. 8 ― ― ― 15. 8 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）

銘　　柄　　別 買　　　　建 売　　　　建 当 作 成 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

外　
　
　
　
　

国

株　

式

SP500 MIC EMIN FUT（アメリカ） 90 103 ― ― 41 ― 3 

NASD100 MICRO EMIN（アメリカ） 88 102 ― ― 42 ― 3 

債　
　

券    

US LONG BOND（CBT）（アメリカ） 157 174 ― ― 71 ― 1 

US 10YR NOTE （CBT）（アメリカ） 162 179 ― ― 82 ― 1 

US 5YR NOTE （CBT）（アメリカ） 141 173 ― ― 63 ― 0 

商
品 E-MICRO GOLD（アメリカ） 225 259 ― ― 99 ― 5 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2023年 9 月12日から2024年 3 月11日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ） 2024/9/5 8, 519 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ） 2023/10/5 7, 456 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ） 2024/10/3 6, 383 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。
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 （2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘　　　　柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評　　　価　　　額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 75 73 10, 823 2024/07/11 
U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 60 58 8, 587 2024/09/05 
U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 45 43 6, 413 2024/10/03 

合　　計 銘柄数 3銘柄 
金　額 180 175 25, 824 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

 （3） 外国投資信託受益証券

銘　　　柄
期 首 当　　　期　　　末

口 数 口 数 評　　価　　額
外貨建金額 邦貨換算金額

千口 千口 千アメリカ・ドル 千円
（アメリカ）
VANGUARD REAL 
ESTATE ETF 6 5. 1 447 65, 690 

合　計
口 数、 金 額 6 5. 1 447 65, 690 
銘柄数＜比率＞ 1銘柄 1銘柄 ＜40. 2％＞ 

（注 1） 邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投
資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもの
です。

（注 2）＜　＞内は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　率

千円 ％
公社債 25, 824 15. 8 
投資信託受益証券 65, 690 40. 1 
コール・ローン等、その他 72, 178 44. 1 
投資信託財産総額 163, 693 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 3月11日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
146. 82円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（153, 355千円）の投資信託財産総額
（163, 693千円）に対する比率は、93. 7％です。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 3 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 163, 693, 818円

コール・ローン等 19, 513, 006  
公社債（評価額） 25, 824, 271  
投資信託受益証券（評価額） 65, 690, 645  
未収入金 15, 597, 737  
差入委託証拠金 37, 068, 159  

（Ｂ）負債 317, 000  
未払解約金 317, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 163, 376, 818  
元本 116, 426, 423  
次期繰越損益金 46, 950, 395  

（Ｄ）受益権総口数 116, 426, 423口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 14, 033円

＊ 期首における元本額は157, 254, 218円、当作成期間中における追加設定元本額は
25, 194, 777円、同解約元本額は66, 022, 572円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型） 23, 572, 234円
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型） 51, 243, 752円
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型） 41, 610, 437円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は14, 033円です。
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米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

 ■損益の状況
当期  自 2023年 9 月12日  至 2024年 3 月11日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 3, 075, 721円

受取配当金 1, 230, 826  
受取利息 800, 497  
その他収益金 1, 046, 062  
支払利息 △  1, 664  

（Ｂ）有価証券売買損益 4, 612, 039  
売買益 4, 946, 204  
売買損 △  334, 165  

（Ｃ）先物取引等損益 20, 467, 248  
取引益 27, 252, 498  
取引損 △  6, 785, 250  

（Ｄ）その他費用 △  25, 590  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 28, 129, 418  
（Ｆ）前期繰越損益金 27, 538, 182  
（Ｇ）解約差損益金 △  14, 054, 428  
（Ｈ）追加信託差損益金 5, 337, 223  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 46, 950, 395  

次期繰越損益金（Ｉ） 46, 950, 395  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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